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検証！ふくつのくらし特集

　
令
和
６
年
度
決
算
は
、
総
じ
て

堅
実
な
財
政
運
営
で
あ
る
と
評
価

で
き
る
。
今
後
も
健
全
か
つ
持
続

可
能
な
財
政
構
造
の
堅
持
を
望
む
。

ま
た
、
財
政
運
営
の
効
率
性
及
び

健
全
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
特
に

留
意
す
べ
き
事
項
が
見
受
け
ら
れ

る
３
点
に
つ
い
て
意
見
を
付
す
。
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税
等
の
未
収
金
に
つ
い
て
、
回

収
不
能
な
も
の
が
長
期
間
不
納
欠

損
処
理
さ
れ
ず
、
過
年
度
未
収
金

で
累
積
す
る
事
案
が
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
限
ら
れ
た
人
的
資
源
が

未
収
金
対
応
で
過
度
に
費
や
さ
れ

れ
ば
、
現
年
度
の
徴
収
事
務
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
法
令
に
基

づ
き
適
切
に
処
理
し
、
効
率
的
で

組
織
的
な
滞
納
整
理
を
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

２
　
自
主
財
源
に
つ
い
て

　
自
主
財
源
比
率
は
前
年
度
か
ら

５
・
６
％
減
。
定
額
減
税
で
の
個

人
市
民
税
減
収
分
は
地
方
特
例
交

付
金
で
補
填
さ
れ
る
が
、
臨
時
対

応
の
依
存
財
源
。
ふ
る
さ
と
納
税

も
、
安
定
性
や
継
続
性
か
ら
自
主

財
源
と
言
い
難
い
側
面
が
あ
り
、

実
質
的
に
は
依
存
財
源
の
性
格
が

あ
る
点
に
注
意
が
必
要
。

３
　
不
用
額
に
つ
い
て

　
不
用
額
は
全
体
と
し
て
前
年
度

よ
り
減
少
し
て
い
る
が
、
公
共
的

な
目
的
の
達
成
に
は
、
予
算
編
成

時
に
十
分
な
検
討
と
積
算
が
必
要
。

よ
り
実
効
性
の
あ
る
予
算
の
策
定
・

執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
人
口
増
加
と
高
齢
化

は
、
社
会
保
障
費
な
ど
の

扶
助
費
を
押
し
上
げ
る
要

因
。
歳
出
に
占
め
る
割
合

が
大
き
い
扶
助
費
が
、
前

年
ÿþ
億
円
か
ら
ĀĀ
億
円
に

増
加
し
た
。
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実
質
公
債
費
比
率
等

の
財
政
の
健
全
化
を
判

断
す
る
数
値
は
、
全
て

健
全
化
法
の
基
準
内
で

あ
る
が
、
推
移
を
注
視

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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議બ؂査委員ͷͻͱݴ
榎本　博　議員

財
源
の
効
率
的
・
効
果
的
活
用
で
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
維
持
と
向
上
を
期
待
す
る

監
査
委
員
の
視
点

ふ
く
つ
の
く
ら
し

決算審査
令和６年度
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一般会計歳入 309億6,593万円
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一般会計歳出（目的別） 303億3,752万円
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あなたの税金１万円は、何に使われた？

実質公債費比率
⑤5.8％→⑥5.7％
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本
市
の
令
和
６
年
度

経
常
収
支
比
率
は
ほ
ぼ

横
ば
い
の
Ā÷
・
２
％
。

令
和
５
年
度
の
類
似
団

体
平
均
は
前
年
度
よ
り

悪
化
し
Āú
・
６
％
。

経常収支比率は横ばい
本市90.2%、類似団体93.6%
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不
用
額
は
予
算
の
執

行
残
。
生
じ
る
要
因
は

経
費
節
約
効
果
や
予
算

の
過
大
見
積
も
り
等
。

長
期
的
に
見
れ
ば
、
増

加
傾
向
、精
査
が
必
要
。

歳出予算330億円のうち、
決算での不用額12.3億円
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基
金
運
用
に
お
い
て

年
度
中
の
債
券
売
却
等

に
関
す
る
実
施
報
告
が

な
い
。市
民
や
議
会
に
対

し
基
金
運
用
を「
見
え
る

化
」す
る
こ
と
が
必
要
。

基金運用の見える化を
運用益3.5千万円

財政運営を
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終
期
の
設
定
が
な
い

補
助
金
が
あ
り
、
長
期

化
や
既
得
権
化
に
つ
な

が
り
や
す
い
。
終
期
の

設
定
や
審
査
機
関
設
置

等
の
見
直
し
が
必
要
。

ビーチサッカー補助金
予算80万円→決算80万円
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子
ど
も
食
堂
や
学
習

支
援
等
こ
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
の
補
助
事

業
。
申
請
件
数
が
目
標

値
に
届
か
ず
、
今
後
の

周
知
改
善
に
期
待
。

こどもの居場所補助事業
予算66万円→決算16.8万円
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不
登
校
や
虐
待
防
止

の
支
援
を
担
う
が
、
各

校
区
１
人
配
置
で
は
過

大
規
模
校
へ
の
対
応
が

困
難
。
体
制
強
化
が
急

務
と
考
え
る
。

スクールソーシャルワーカー
予算３人→決算３人
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部
活
動
の
地
域
展
開

が
間
近
。
指
導
員
９
人

の
募
集
に
対
し
７
人
の

採
用
。
地
域
展
開
後
、

部
活
動
は
現
状
を
維
持

で
き
る
の
か
。

部活動指導員配置事業
目標９人→実績７人

補助金を
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ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄

附
額
は
５
年
度
実
績
か

ら
üù
％
減
少
し
、
寄
附

件
数
も
半
減
し
て
い
る
。

自
主
財
源
確
保
の
た
め

更
な
る
改
善
策
が
必
要
。

ふるさとづくり寄附金
⑤5.2億円→⑥2.5億円
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国
の
ル
ー
ル
変
更
に

よ
っ
て
福
岡
県
へ
の
納

付
額
が
低
下
。本
市
も
、

令
和
５
年
度
よ
り
納
付

額
が
減
少
し
た
た
め
、

さ
ら
な
る
改
革
が
必
要
。

ふるさと納税
目標７億円→実績2.5億円

自主財源確保を
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問
題
の
空
き
家
の
解

体
や
補
修
等
の
是
正
件

数
は
øÿ
件
。引
き
続
き
、

所
有
者
及
び
相
続
人
の

特
定
や
、
近
隣
住
民
の

苦
情
へ
の
対
応
が
必
要
。

空き家対策事業
予算339万円→決算289万円
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早
期
発
見
に
よ
り
治

療
負
担
を
軽
減
し
、
健

康
寿
命
の
延
伸
と
医
療

費
抑
制
に
寄
与
す
る
事

業
。
受
診
率
向
上
へ
更

な
る
対
策
を
期
待
す
る
。

がん検診委託料
予算3320万円→決算2923万円

安全を
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電
気
代
高
騰
と
割
引

が
無
く
な
っ
た
た
め
、令

和
５
年
度
は
３
６
２
万

円
だ
っ
た
電
気
代
が
７

０
７
万
円
に
増
加
。経
常

経
費
の
増
加
は
深
刻
。

中央公民館の電気代が
前年度比約２倍に増加
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令
和
６
年
度
か
ら
１

２
３
か
所
を
、
包
括
管

理
事
業
者
が
６
人
で
保

守
管
理
業
務
全
般
と
巡

回
点
検
を
実
施
し
て
い

る
。
そ
の
効
果
は
。

公共施設包括管理事業
123か所を６人で管理

公共施設の管理状況を
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令
和
６
年
度
か
ら
包

括
管
理
業
務
委
託
を
開

始
。人
件
費
削
減
が
重
要

な
目
的
だ
が
、達
成
度
が

不
明
。事
業
に
対
し
て
更

な
る
効
果
検
証
が
必
要
。

公共施設包括管理事業
予算3.9億円→決算3.8億円

健康事業を
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国
保
加
入
者
が
減
少
。

団
塊
の
世
代
が
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
へ
移
行
。

今
後
、
財
政
を
悪
化
さ

せ
な
い
た
め
に
、
未
納

を
出
さ
な
い
努
力
を
。

国保会計収入済額
予算66億円→決算63億円

国保会計を

子育て・教育施策を

令和６年度を数値でCheck!いざ！

検証！

議会の17の視点検証！

Check!

Check! Check!

Check!

Check!

Check!Check!

Check!
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高齢者・障がい者
福祉

検証！ふくつのくらし特集

み
ん
な
で
支
え
る
「
ふ
く
つ
の
く
ら
し
」

　
議
会
は
、
全
議
員

で
構
成
す
る
決
算
審

査
特
別
委
員
会
で
の

審
査
、
本
会
で
の
審

議
を
行
い
、
令
和
６

年
度
決
算
を
認
定
し

ま
し
た
。

　
決
算
審
査
は
、
す

で
に
執
行
済
の
も
の

を
審
査
し
ま
す
が
、

市
が
行
っ
た
事
業
を

住
民
に
代
わ
っ
て
評

価
す
る
重
要
な
意
義

が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
み

な
さ
ん
の
く
ら
し
は

ど
う
で
し
た
か
。
こ

の
特
集
を
読
ん
で
、

振
り
返
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
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予算 ： 2674万円 → 決算 ： 2671万円
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ਫ࢈ৼิڵॿۀࣄ
予算 ： 491万円 → 決算 ： 491万円
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৽設খֶߍ建設ۀࣄ
予算 ： 8億219万円 
→ 決算 ： 5億966万円
翌年度繰越額 ： ２億9176万円
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ʹର͠ɺద੾ͳ༡ͼͱੜ׆ͷ৔Λఏ͠ڙɺࣇಐͷ݈શҭ੒Λਤ
Δ大ࣄͳۀࣄͰ͢ɻશ̔ࢪઃͷ͏ͪɺࢦఆ؅ཧ͸̒ࢪઃɺۀ຿
委ୗ͸̎ࢪઃɻྩ࿨̒೥౓͸��݄ʹ଴ࣇػಐ͕ղফ͠·ͨ͠ɻ

ֶಐอҭॴ؅ཧӡӦۀࣄ
予算 ： 1億1348万円 → 決算 ： 約1億1318万円

͸ਫ਼ਆো͕͍΍਎ମো͕͍౳ۀࣄԉηϯλʔࢧ૬ஊװج
ʹؔ͢Δ஍Ҭͷ૬ஊࢧԉͷڌ఺ͱͯ͠中֩తͳ໾ׂΛ୲
͍ͬͯ·͢ɻྩ࿨̒೥౓ͷ૬ஊ݅਺͸����݅ɻઐ໳৬
ͷ഑ஔʹΑͬͯɺෳࡶଟذʹΘͨΔ૬ஊࢧԉΛ࣮͢ࢪΔ
͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ

ۀࣄԉηϯλʔࢧ૬ஊװج
予算 ： 4955万円 → 決算 ： 4955万円

ೝ஌঱αϙʔλʔཆ੒࠲ߨ͸ɺࢢ಺Ͱಇ
͘հۀࣄޢॴͷઐ໳৬員ɺ஍Ҭ෱ܞʹࢱ
ΘΔࢢຽ౳Ͱߏ੒͞ΕΔೝ஌঱ηʔϑς
ΟωοτϫʔΫ࿇՚૲ͱͯ͠ྗڠऔΓ૊
ΜͰ͍·͢ɻྩ࿨�೥�݄ʹೝ஌঱جຊ
๏͕ࢪ行͞Εɺ৽͍͠ೝ஌঱؍Λ͛޿Δ
ඞཁ͕͋Γ·͢ɻ

ೝ஌঱αϙʔλʔҭ成ۀࣄ
予算 ： 69万円 → 決算 ： 53万円

ਓɾձࣾݸ೥Ҏ಺ͷ̍ۀ༧ఆɺ΋͘͠͸૑ۀ಺Ͱ૑ࢢ
ʹิॿΛ͠ɺࢢ಺Ͱͷ૑ۀΛࢧԉɻྩ࿨̒೥౓͸��
ਓʹิॿۚަ෇Λܾఆɻ஍Ҭࡁܦͷੑ׆Խ΍発లʹͭ
ͳ͕͍ͬͯ·͢ɻ

૑ࢧۀԉۀࣄ
予算 ： 350万円 
→ 決算 ： 299万円

৽نब೶者΁࠷長̏೥ͷܦӦ։࢝ۚࢿΛަ
෇ɺ৽نब೶者ҭ੒αϙʔτνʔϜࢀը者
΁ࢦಋ者ँۚΛࢧ෷͍·ͨ͠ɻྩ࿨̒೥౓
ܦͷظର৅者ͷૣڅࢧର৅者͸̏ਓɻڅࢧ
Ӧ҆ఆɾҭ੒ͷͨΊʹ͸ެతؔػͷࢧԉ͕
ෆՄܽͰ͢ɻ

৽نब೶ऀҭ成総߹対ۀࣄࡦ
予算 ： 390万円 → 決算 ： 384万円

予算 ： 5041万円 → 決算 ： 4859万円

子育て・教育地域経済活性化

くらし向上・防災

令
和
６
年
度
に
取
り
組
ん
だ
主
要
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

ԉηϯλʔࢧ૬ஊװج
ηϯλʔ௕

͞Μখੴݪ ໌޺ ͞Μ
͜ɹ͍͠ ͸Βɹ ͻΖ ͖͋

ᣀ࠿ഓʹྭΉ

͞Μ໦Լ ହҰ ͞Μ
͖ͷ ͨ͠ɹ ͍ͨ ͍ͪ

೶ۀ༻ͨΊ஑ʹ͓͍ͯɺ๷ࣄ޻ࡂʢ࿝ٺԽɾ
஍਒ରࡦɾ߽ӍରࡦʣΛඞཁͱ൑அ͞Εͨɺ
ͨΊ஑ͷఅମͷࣄ޻Λ͕ݝ行͏ۀࣄɻྩ࿨̒
೥౓͸৲長下ޫ޿஍۠ɺԞ໺஍۠Λ࣮ࢪɻ

͠Γ ͳ͕ ͨ͠ ͻΖ Έͭ

子育て 教育

ա大ن໛ߍͰ͋Δ෱ؒখֶߍͷڭҭ
վળΛਤΔ໨తͰɺྩ࿨̕೥̐ڥ؀
݄։͚޲ʹߍɺ࢘ٶ஍۠ʹ৽ઃখֶ
ઃ͕ਐ行中ɻྩ࿨̒೥౓͸౔஍ݐߍ
଄੒ࣄ޻ɺࣷߍ౳ͷઃܭΛ࣮ࢪɻݐ
ઃ૯ۀࣄඅ͸໿

予算 ： 8億219万円 予算 ： 8億219万円 
→ 決算 ： 5億966万円→ 決算 ： 5億966万円
翌年度繰越額 ： ２億9176万円

4議会だより  ふくつ5 議会だより  ふくつ



議案等が議会に提出されて
から議決されるまでの審議・
審査の内容を報告します。

議案審議

９月
定例会

【
一
般
会
計
】３
億
２
７
４
０
万
円

を
追
加
し
、
総
額
３
０
５
億
５
９

５
６
万
円
と
な
っ
た
。
８
月
の
豪

雨
災
害
に
緊
急
対
応
す
る
た
め
の

予
算
。

賛
成
多
数
で
承
認

主
な
内
容

じ
ん
芥
収
集
事
業
費１

２
０
１
万
円

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
費

６
５
８
９
万
円

道
路
橋
梁
災
害
復
旧
事
業
費

１
億
６
１
５
０
万
円

河
川
災
害
復
旧
事
業
費

６
２
０
０
万
円

堂
の
解
体
は
終
了
し
、
社
会
福
祉

協
議
会
が
新
納
骨
堂
を
建
設
中
。

【
一
般
会
計（
第
３
号
）】４
０
３
４

万
円
を
追
加
し
、
総
額
３
１
１
億

２
７
５
９
万
円
と
な
っ
た
。

賛
成
多
数
で
可
決

主
な
内
容
と
質
疑

ふ
く
と
ぴ
あ
災
害
復
旧
事
業
費

施
設
内
浸
水
に
よ
る
設
備
破
損

や
堆
積
物
な
ど
の
撤
去
工
事

３
８
４
万
円

林
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
費

被
害
に
あ
っ
た
本
木
地
区
小
越

林
道
の
復
旧
事
業
測
量
設
計
委
託

料

１
７
４
９
万
円

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
費

豪
雨
災
害
に
よ
る
、
た
め
池
の

復
旧
事
業
測
量
設
計
委
託
料

１
９
０
０
万
円

　
　

こ
の
予
算
に
含
ま
れ
て
い
る

発
信
を
行
う
宣
伝
業
務
委
託
料

２
４
０
万
円

　
　

２
４
０
万
円
の
一
般
財
源
が

減
り
特
定
財
源
で
補
填
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
理
由
は
。
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
媒
体
を
使
っ

て
ど
の
よ
う
な
内
容
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
の
か
。

　
　

２
４
０
万
円
を
一
般
財
源
か

ら
減
ら
し
た
理
由
は
、
宿
泊
税
交

付
金
が
入
り
、
そ
れ
を
宣
伝
費
と

し
て
一
部
活
用
す
る
た
め
。
Ｐ
Ｒ

内
容
は
、
市
の
産
品
で
あ
る
苺
に

焦
点
を
当
て
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
。

デ
ジ
タ
ル
媒
体
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
市
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
な
ど
を
活
用
す
る
。

農
林
水
産
業
経
営
強
化
事
業
費

親
元
就
農
お
よ
び
経
営
継
承
す
る

就
農
者
へ
機
械
や
施
設
の
導
入
の

た
め
の
補
助
金
等

４
２
８
５
万
円

　
　
市
内
対
象
者
の
詳
細
は
。

　
　

夫
婦
型
が
１
件
、
経
営
開
始

併
用
型
が
１
件
の
合
計
２
件
。

納
骨
堂
管
理
運
営
事
業
費

社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
納
骨

堂
建
替
え
の
追
加
負
担
金
等

２
０
２
３
万
円

　
　
詳
細
内
容
と
進
捗
状
況
は
。

　
　
納
骨
堂
道
路
の
拡
幅
工
事
と
、

第
二
駐
車
場
の
整
備
、
遺
骨
移
動

作
業
の
費
用
で
あ
る
。
市
営
納
骨

測
量
設
計
委
託
料
に
つ
い
て
、

辰た
つ

ヶが

鼻は
な

た
め
池
が
選
ば
れ
た
理
由

は
。
ま
た
、
復
旧
ま
で
ど
れ
ぐ
ら

い
の
期
間
が
か
か
る
予
定
か
。

た
め
池
が
復
旧
し
な
い
限
り
、
被

災
し
た
た
め
池
を
使
っ
た
耕
作
は

で
き
な
い
の
か
。

　
　

被
害
が
あ
っ
た
他
の
た
め
池

は
専
決
処
分
で
計
上
し
た
が
、辰
ヶ

鼻
た
め
池
は
、
被
災
の
発
見
が
遅

れ
た
た
め
、
今
回
の
補
正
予
算
に

計
上
し
た
。
被
害
が
大
き
い
の
で
、

現
在
、
国
と
大
規
模
査
定
の
協
議

を
し
て
い
る
。
標
準
断
面
の
設
計

で
の
査
定
を
年
内
に
終
え
、
翌
年

の
６
月
頃
ま
で
に
実
施
設
計
を
行

う
。
そ
の
後
に
工
事
の
開
始
と
な

り
、
約
２
年
間
は
か
か
る
と
想
定

し
て
い
る
。
辰
ヶ
鼻
た
め
池
の
水

を
使
っ
て
の
耕
作
は
困
難
と
考
え

て
い
る
。

【
一
般
会
計（
第
２
号
）】５
億
２
７

６
８
万
円
を
追
加
し
、
総
額
３
１

０
億
８
７
２
４
万
円
と
な
っ
た
。

賛
成
多
数
で
可
決

主
な
内
容
と
質
疑

高
齢
者
福
祉
一
般
管
理
費

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
介
護
等

福
祉
施
設
へ
給
付
す
る
費
用
等

４
５
１
万
円

　
　

す
べ
て
の
介
護
施
設
を
対
象

と
し
て
い
る
の
か
。

　
　

通
所
型
、
訪
問
型
、
入
所
型

な
ど
、
福
津
市
が
指
定
し
て
い
る

す
べ
て
の
施
設
へ
の
給
付
金
で
あ

る
。

観
光
事
業
費

市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ

ル
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
観
光
情
報

専
決
し
た
補
正
予
算

予
算
審
査（
補
正
）
特別
委員会

˛৽ೲࠎಊͷ׬੒ਤ

˛ඃୢͨ͠ࡂϲඓͨΊ஑ͷఅମ

【
一
般
会
計（
第
４
号
）】２
億
５
３

５
６
万
円
を
追
加
し
、
総
額
３
１

３
億
８
１
１
６
万
円
と
な
っ
た
。

賛
成
多
数
で
可
決

主
な
内
容
と
質
疑

小
学
校
施
設
維
持
管
理
費

５
７
８
万
円

中
学
校
施
設
維
持
管
理
費

１
６
６
万
円

大
雨
に
よ
る
小
・
中
学
校
体
育

館
の
雨
漏
り
改
修
工
事
費
用

　
　

各
体
育
館
の
屋
根
を
改
修
す

る
と
あ
る
が
、
一
部
補
修
か
全
面

張
替
え
な
の
か
。

　
　

体
育
館
の
雨
漏
り
被
害
箇
所

の
み
の
補
修
工
事
と
な
る
。
特
に

被
害
が
大
き
か
っ
た
神
興
小
学
校

体
育
館
は
、
屋
根
の
８
分
の
１
程

度
の
補
修
工
事
を
行
う
予
定
。

市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
を
改
正

賛
成
多
数
で
可
決

市
職
員
が
育
児
休
業
を
柔
軟
に

取
得
で
き
る
よ
う
、
市
条
例
を
改

正
。

市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
を
改
正

賛
成
多
数
で
可
決

市
職
員
又
は
そ
の
配
偶
者
の
妊

娠
、
出
産
の
申
し
出
に
対
し
、
育

児
休
業
等
の
制
度
周
知
等
を
義
務

づ
け
る
た
め
、
市
条
例
を
改
正
。

財
産
の
取
得

賛
成
多
数
で
可
決

普
通
免
許
で
運
転
可
能
な
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
を
１
台
購
入
。

請
願

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
求
め
る

請
願

請
願
者

学
校
給
食
費
の
無
償
化

　
　
　
　

を
実
現
す
る
会

紹
介
議
員

戸
田

進
一

紹
介
議
員

豆
田

優
子

賛
成
多
数
で
採
択

主
な
意
見

　
　
　
学
校
給
食
は
教
育
の
一
環
、

無
償
化
は
行
政
の
責
任
で
実
施
す

べ
き
。
給
食
無
償
化
は
子
育
て
世

帯
の
負
担
軽
減
に
有
効
。

　
　
　

市
の
財
政
状
況
で
全
額
無

償
化
は
困
難
。
財
政
状
況
を
見
据

え
た
う
え
で
段
階
的

支
援
が
望
ま
し
い
。

児
童
福
祉
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条

例
を
制
定

賛
成
多
数
で
可
決

主
な
質
疑

　
　

条
例
を
改
正
す
る
こ
と
で
、

市
と
し
て
何
か
変
わ
る
の
か
。

　
　

上
位
法
の
改
正
に
よ
っ
て
虐

待
対
応
の
強
化
と
な
り
、
保
育
所

等
や
子
ど
も
の
保
育
や
居
場
所
の

提
供
を
行
う
施
設
に

お
い
て
、
通
報
の
義

務
等
が
発
生
す
る
。

˛ඃ͕֐大͖͔ͬͨਆڵখֶߍମҭؗ

総
務
文
教
委員会

賛
成

反
対

ใࠂॻ͸ͪ͜Β˛খֶڅߍ৯ใࠂॻ͸ͪ͜Β

市
民
福
祉
委員会

公開します。みんなの賛成と反対
結

果

議　員　名

案　件

大
山

隆
之

中
村

恵
輔

山
本

祐
平

岩
下　
　
豊

井
手
口
忠
信

倉
元

敏
徳

佐
伯

美
保

秦　
　
　
浩

石
田
ま
な
み

中
村

晶
代

尾
島

武
弘

豆
田

優
子

戸
田

進
一

榎
本　
　
博

米
山　
　
信

中
村

清
隆

髙
山

賢
二

９月定例会

※
議
長
は
表
決
に
参
加
し
ま
せ
ん

承認 専決処分した事件の承認（令和７年度一般会計補正予算（専決第１号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和７年度一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和７年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和７年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和７年度介護保険事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和７年度一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和７年度一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和６年度一般会計決算の認定 ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
認定 令和６年度国民健康保険事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
認定 令和６年度後期高齢者医療事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
認定 令和６年度介護保険事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
認定 令和６年度公共下水道事業会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市職員の育児休業等に関する条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市職員の勤務時間、休暇等に関する条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 財産の取得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
採択 学校給食費の無償化を求める請願 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○
可決 児童福祉法等の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例を制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○は賛成　●は反対　ーは欠席　＊は棄権
௠৘ ˗஍Ҭݐઃۀքҭ੒ʹؔ͢Δ௠৘ॻʗफ૾ݐઃڠձ ձ長　ాാ തن

݄̕ ఆྫ会

˛෱௡ͷᣀͰࢢΛ̧̥

6議会だより  ふくつ7 議会だより  ふくつ



23͔Β࿥ը഑৴ʹΞΫηεͰ͖·͢ɻ

う！
市政を

問う！

宮
司
地
区
の
新
設
小
学

校
開
校
後
、
校
区
再
編
に
よ

り
、
津
屋
崎
中
学
校
の
生
徒

数
が
大
き
く
増
加
す
る
と
予

想
さ
れ
る
が
、
今
後
の
生
徒

数
の
見
込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
生
徒
数
増
加
に
よ

る
課
題
や
、
今
後
津
屋
崎
中

学
校
へ
通
う
こ
と
と
な
る
生

徒
の
保
護
者
へ
の
説
明
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

津
屋
崎
中
学
校
の
令
和

７
年
度
現
在
の
生
徒
数
は
５

２
２
人
、
新
設
小
学
校
の
卒

業
生
が
通
い
始
め
る
令
和
ø÷

年
度
は
６
４
２
人
、
ピ
ー
ク

は
令
和
øú
年
度
で
９
６
２
人

と
推
計
し
て
い
る
。
課
題
と

し
て
は
、
教
育
の
機
会
均
等

の
問
題
や
特
別
教
室
の
使
用

制
限
、
生
徒
会
や
部
活
動
で

の
活
躍
の
機
会
が
失
わ
れ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
校
舎

の
増
築
等
、
保
護
者
の
説
明

は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

減
税
政
策
を
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
政
策

と
し
て
、
市
民
税
の
５
％
減

税
に
よ
り
増
え
る
市
民
の
可

処
分
所
得
を
誘
致
企
業
へ
投

資
す
る
よ
う
促
せ
ば
、
投
資

を
受
け
た
企
業
は
資
金
面
で

有
利
に
な
り
、
増
益
が
期
待

さ
れ
る
。そ
し
て
、企
業
の
増

益
は
投
資
し
た
市
民
へ
還
元

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
得
ら

れ
る
市
民
税
も
増
収
が
期
待

さ
れ
る
。
こ
れ
を
一
つ
の
案

と
し
て
検
討
で
き
な
い
か
。

企
業
へ
の
投
資
と
い
う

こ
と
な
の
で
、
社
債
や
株
式

の
購
入
が
考
え
ら
れ
る
が
、

市
は
そ
れ
に
対
し
て
関
わ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
企
業
誘

致
に
よ
る
税
収
の
増
加
は
大

き
な
財
源
確
保
に
な
り
、
こ

れ
と
減
税
等
と
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
で
総
合
的
に
効
果
が
上

が
れ
ば
一
番
い
い
の
で
は
な

い
か
と
考
察
し
て
い
る
。

令
和
５
年
６
月
、
令
和

６
年
６
月
の
定
例
会
で
、
香

害
か
ら
市
民
の
健
康
を
守
る

た
め
の
対
応
を
質
問
し
た
。

そ
の
後
の
市
の
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
伺

う
。
香
害
の
周
知
方
法
、
化

学
物
質
過
敏
症
の
有
無
に
つ

い
て
の
実
態
調
査
、
フ
レ
グ

ラ
ン
ス
フ
リ
ー
へ
の
取
り
組

み
は
。各

小
・
中
学
校
と
神
興

幼
稚
園
で
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示

や
保
健
だ
よ
り
へ
の
掲
載
を

実
施
し
て
周
知
に
努
め
た
。

令
和
�
年
度
か
ら
は
実
態

把
握
と
し
て
、
学
校
の
保
健

ア
ン
ケ
ー
ト
に
化
学
物
質
過

敏
症
の
有
無
に
つ
い
て
の
項

目
を
新
た
に
追
加
し
た
。
ま

た
、
庁
舎
内
及
び
公
共
施
設

で
は
香
害
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
、
職
員
へ
の
研
修
な

ど
を
実
施
し
、
周
知
を
図
っ

て
い
る
。

８
月
９
日
か
ら
の
大
雨

に
よ
っ
て
、
小
学
校
建
設
予

定
地
か
ら
多
く
の
雨
水
や
土

砂
が
手
光
今
川
に
流
れ
込
ん

だ
。
学
校
が
建
て
ば
敷
地
内

の
調
整
池
が
雨
水
を
貯
留
し

河
川
へ
の
負
荷
低
減
の
効
果

が
あ
る
。
し
か
し
、
工
事
期

間
中
は
川
に
雨
水
が
直
接
流

れ
込
む
た
め
、
近
隣
の
住
民

か
ら
不
安
の
声
を
聞
い
た
。

ま
た
、
周
辺
道
路
は
内
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
色
が
付

い
て
い
な
い
箇
所
で
も
冠
水

し
て
い
た
。
今
後
通
学
路
を

決
め
て
い
く
に
あ
た
り
児
童

の
安
全
確
保
の
根
拠
は
。

工
事
現
場
内
の
雨
水
が

手
光
今
川
に
流
れ
て
い
る
事

は
確
認
し
た
。
状
況
を
注
視

し
て
対
策
に
取
り
組
む
。
通

学
路
は
、
現
地
点
検
や
地
元

の
意
見
等
を
基
に
、
対
策
箇

所
の
洗
い
出
し
を
行
っ
て
関

係
機
関
と
連
携
し
て
い
く
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
小
児
だ
け
で
は
な
く
広
く

成
人
に
も
感
染
す
る
。
高
齢

者
や
基
礎
疾
患
、
病
気
療
養

中
の
人
が
感
染
す
る
と
重
症

化
・
肺
炎
の
リ
ス
ク
や
要
介

護
状
態
の
悪
化
な
ど
が
懸
念

さ
れ
る
が
、
対
策
は
。

ま
た
、
治
療
薬
が
な
い
こ

と
か
ら
成
人
高
齢
者
向
け
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が
日

本
で
承
認
さ
れ
、
接
種
可
能

と
な
っ
た
。費
用
の
助
成
は
。

健
康
寿
命
の
延
伸
や
高

齢
者
の
肺
炎
対
策
の
面
で

も
、
高
齢
者
等
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
に
つ
い
て
、

市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
周
知
を
考
え
た
い
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
、
現
時
点
で
は
任
意

接
種
で
あ
り
、
定
期
接
種
化

や
助
成
に
つ
い
て
は
今
後
の

国
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
た
い
。

避
難
指
示
の
最
終
判
断

者
は
誰
な
の
か
。
今
回
の
災

害
で
地
域
防
災
計
画
や
業
務

継
続
計
画
を
遂
行
し
た
の

か
。
消
防
団
や
防
災
士
と
の

災
害
時
の
連
携
は
。
災
害
ご

み
に
関
す
る
情
報
発
信
の
在

り
方
及
び
浸
水
し
た
避
難
所

へ
の
考
え
は
。

災
害
基
本
法
で
定
め
ら

れ
る
通
り
、
判
断
者
は
市
長

で
あ
る
。
気
象
情
報
等
の
判

断
が
難
し
く
、
臨
機
応
変
な

対
応
が
必
要
だ
っ
た
た
め
、

地
域
防
災
計
画
通
り
で
な
い

部
分
が
あ
る
。
市
役
所
臨
時

閉
庁
は
業
務
継
続
計
画
に
よ

り
実
施
し
た
。
災
害
時
に
お

け
る
消
防
団
や
防
災
士
と
の

連
携
の
仕
組
み
は
現
在
な
い
。

情
報
周
知
の
た
め
に
広
報
車

を
走
ら
せ
る
こ
と
も
今
後
の

課
題
と
考
え
る
。
浸
水
し
た

避
難
所
に
つ
い
て
は
早
急
に

代
替
施
設
を
検
討
す
る
。

地
方
自
治
体
に
と
っ
て
、

限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に

活
用
し
、
効
果
的
で
持
続
可

能
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

そ
の
た
め
支
出
の
適
正
化

及
び
経
費
の
削
減
は
、
財
政

健
全
化
と
政
策
効
果
の
最
大

化
を
両
立
す
る
う
え
で
、
不

可
欠
な
施
策
で
あ
る
。

電
力
デ
マ
ン
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
の
導
入
に
よ
っ
て

最
大
電
力
量
を
抑
え
、
歳
出

削
減
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

電
力
コ
ス
ト
の
削
減
に

は
、
電
力
デ
マ
ン
ド
を
管
理

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

ま
た
電
力
使
用
量
の
削
減

は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
観
点
か
ら
も
必
要
な
取

り
組
み
と
考
え
る
。

国
に
よ
る
交
付
金
メ
ニュ
ー

等
も
あ
り
、
他
自
治
体
の
導

入
状
況
な
ど
を
調
査
し
て
い

き
た
い
。

髙山 賢二 議長

今回の
一般質問は
13人でした

一 般質問という議員主導の
政策論議議員͕ࢢ長΍ڭҭ委員ձͳͲʹର͠

ͯɺࢢ੓શൠͷࣥ行ঢ়گ΍ํ਑౳Λ
໰͏ͨΓɺઆ໌ΛٻΊͨΓ͠ ·ͨ͠ɻ

津屋崎中学校の今後の生徒数は

減税分で誘致企業への投資を促しては

香害の周知と化学物質過敏症の実態調査は

新設小学校建設工事の今後の進め方は

ＲＳウイルス感染症の予防と対策は

避難指示の発令時期は正しかったのか

電力デマンド管理でコストを削減しては

新設小学校の卒業生が入学する令和10年度以降増加する

企業誘致と減税を合わせ経済的に効果がでることを期待

今年度から保健アンケートに項目を追加して実施

大雨時は施工業者と協力しながら対策に取り組んでいく

高齢者の肺炎対策と合わせＲＳ感染予防を周知していく

夜間の避難指示及び避難所の開設は危険と判断した

歳出削減への重要な取り組みであり、調査を進めていく

秦 浩 
議員

榎本 博 
議員

豆田 優子 
議員

岩下 豊 
議員

中村 晶代 
議員

中村 清隆 
議員

井手口 忠信 
議員

౴ห

౴ห

౴ห

౴ห

౴ห

౴ห

౴ห

ੜె਺͕૿Ճ͢Δޙࠓ˛
௡԰࡚中ֶߍͷάϥ΢ϯυ

૊ΈΛ࢓಺֎΁͜ͷࢢ˛
৘ใ発信ͯ͠͸Ͳ͏͔

˛೔ຊফඅ者࿈ໍચ
੡ϙελʔ࡞෦ձࡎ

઒ࠓ৔͔Β手ޫݱࣄ޻˛
ʹྲྀΕࠐΉӍਫ΍౔࠭

˛͢΂ͯͷੈ代ͷ҆৺ͷͨ
Ίʹద੾ͳϫΫνϯ઀छΛ

˛代ସ஍ٸ͕౼ݕ຿ͷਁਫ
ඃ֐ʹ͋ͬͨ෱ࢱආ೉ॴ

Λ͢ޚͷిྗ੍ػ֎ࣨ˛
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23͔Β࿥ը഑৴ʹΞΫηεͰ͖·͢ɻ う！
市政を

問う！

議員໊ ͦͷଞͷ࣭໰

ਇ　　　ߒ ফ๷ஂʹ͍ͭͯ

中村　ਗ਼隆 ຊࢢͷো͕͍෱ࢱʹ͍ͭͯ

ӿຊ　 ത ஍Ҭڌ఺ͷ੔උʹ͍ͭͯ

౾ా　༏ࢠ ֶಐอҭॴͷ՝୊ͱվળࡦʹ͍ͭͯ

ふんちゃんを探せ！
ふんちゃんクイズ

①表紙にご協力いただいた
　団体名は？
②決算で一番使われていたのは
　何費？
③市のＰＲのために注目した
　産品は？

ヒントは、
ページをめくって
私を探してね。私を探してね。

議員໊ ͦͷଞͷ࣭໰

岩下 　豊 ୈ̏࣍෱௡ࢢ行ࡒ੓վֵ大ߝʹ͍ͭͯ

中村　晶代
͍ͯͭʹࡦᰍ͕Μ΁ͷରٶࢠ

ଳঢ়᙮਄΁ͷରࡦʹ͍ͭͯ

ੴా·ͳΈ ߽Ӎ֐ࡂରࡦͱࢢ໾ॴดிʹ͍ͭͯ

倉元　敏徳 中ֶߍ෦׆ಈͷ஍Ҭల։ʹ͍ͭͯ

山ຊ　༞ฏ ෱ؒߓړখܕધഫཹ܎౳ࢪઃʹ͍ͭͯ

ਐҰ　ాށ ͜Ͳ΋ɾࢠҭͯʹ͍ͭͯ

ഢ　ඒอࠤ

大ӍʹΑΔ֐ࡂʹର͢ΔຊࢢͷରԠ౳ٴͼඃ
͍ͯͭʹࡦͷରޙࠓͱگঢ়֐
ੜ෺ଟ༷ੑอશʹ͚ͯ޲ͷऔΓ૊Έ౳ʹ͍ͭ
ͯ

他にもこんな質問がありました

市
の
空
き
家
の
数
と
空

き
家
バ
ン
ク
の
登
録
が
な
い

理
由
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

空
き
家
を
放
置
す
る
こ
と

で
起
き
る
懸
念
は
何
か
。

ま
た
、
市
の
郷
育
カ
レ
ッ

ジ
の
終
活
講
座
な
ど
と
の
連

携
で
、
空
き
家
に
関
す
る
情

報
を
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

空
き
家
は
、
平
成
ùþ
年

の
調
査
で
は
３
７
６
件
、
令

和
３
年
で
は
５
２
９
件
と
増

加
傾
向
に
あ
る
が
、
現
在
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
は
無

い
。
こ
の
理
由
は
、年
２
回
、

市
広
報
紙
で
情
報
提
供
し
て

い
る
が
、
制
度
自
体
の
認
知

度
が
低
い
た
め
と
考
え
る
。

空
き
家
放
置
の
懸
念
は
、

適
正
管
理
さ
れ
ず
に
長
く
放

置
す
る
と
、
突
然
崩
壊
す
る

こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
。

郷
育
カ
レ
ッ
ジ
で
の
制
度

の
周
知
は
、
講
師
と
相
談
し

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

市の空き家対策の課題は何か
空き家の実態把握が困難で、管理されず放置が続くこと

石田 まなみ 
議員

౴ห

౔ަ௨লͷࠃ˛
ۭ͖Ոରࡦνϥγ

本
木
川
は
、
令
和
５
年

も
流
木
が
橋
に
引
っ
か
か
り

濁
流
が
団
地
内
に
流
入
し

た
。
流
木
の
引
っ
か
か
り
と

因
果
関
係
が
強
い
と
思
わ
れ

る
川
底
の
浚
渫
頻
度
に
つ
い

て
、
当
時
、
河
川
管
理
者
の

福
岡
県
と
協
議
し
た
の
か
。

複
数
の
被
災
住
民
は
、「
河

川
整
備
を
今
後
ど
う
す
る
つ

も
り
か
見
え
な
い
。ま
た
、同

じ
こ
と
が
起
こ
る
の
で
は
な

い
か
不
安
」と
言
っ
て
い
る
。

苅
目
川
流
域（
花
見
）の
住
民

も
同
じ
声
だ
。
地
域
を
熟
知

し
た
地
元
住
民
の
声
を
聞
く

会
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

当
時
、
県
と
の
協
議
の

中
で
浚
渫
頻
度
ま
で
協
議
し

た
認
識
は
持
っ
て
い
な
い
。

二
度
も
同
じ
氾
濫
で
あ
り
県

に
再
発
防
止
の
要
望
を
す
る
。

改
修
計
画
は
、
地
元
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

新
設
小
学
校
造
成
に
よ

る
周
辺
地
域
の
浸
水
被
害
の

悪
化
に
対
し
、
運
動
場
等
を

ú÷
㎝
下
げ
る
市
の
軽
減
策
に

つ
い
て
、
調
査
会
社
と
の
協

議
簿
の
内
容
は
。

予
定
さ
れ
る
通
学
路
に
つ

い
て
、
今
回
の
大
雨
時
の
状

況
と
防
災
対
策
は
。

河
川
へ
の
対
応
を
県
と
協

議
し
て
災
害
に
備
え
る
か
。

「
小
学
校
造
成
予
定
地

南
側
の
宅
地
で
、
造
成
に
よ

り
ý÷
〜
þ÷
㎝
程
度
の
浸
水
深

の
増
加
を
確
認
。
解
析
の
結

果
、
対
策
後
は
５
〜
ø÷
㎝
程

度
の
軽
減
効
果
を
確
認
し

た
」と
協
議
簿
に
記
載
。

道
路
冠
水
し
た
エ
リ
ア
も

幾
つ
か
確
認
。
小
学
校
準
備

委
員
会
で
通
学
路
に
つ
い
て

検
討
、調
査
し
て
い
き
た
い
。

河
川
改
修
が
で
き
な
け
れ

ば
定
期
的
な
浚
渫
が
で
き
な

い
か
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

まず、被災住民の声を聞くべきでは

予定通学路の大雨時の状況と防災対策は

住民の意見を聞いて進めていく必要があると考えている

道路冠水エリアを確認、小学校準備委員会で検討したい

戸田 進一 
議員

佐伯 美保 
議員
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防
災
行
政
無
線
は
設
置

後
øü
年
以
上
が
経
過
し
て
い

る
。
ま
た
、
近
年
の
住
宅
は

防
音
性
能
が
高
く
、
豪
雨
時

に
は
放
送
が
聞
こ
え
な
い
場

合
が
あ
る
が
、市
の
考
え
は
。

自
治
会
で
持
っ
て
い
る
無

線
放
送
機
器
を
使
っ
て
、
防

災
行
政
無
線
の
放
送
を
各
戸

の
受
信
機
へ
伝
達
す
る
方
法

が
あ
る
と
聞
い
た
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
伺
う
。

防
災
行
政
無
線
は
、
災

害
時
に
一
斉
に
市
民
へ
情
報

を
伝
達
す
る
大
切
な
シ
ス
テ

ム
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し

建
物
の
構
造
、
立
地
、
環
境

等
の
影
響
で
聞
こ
え
に
く
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
調
査
等

を
行
い
改
善
し
た
い
。

中
継
機
を
設
置
し
て
、
防

災
行
政
無
線
の
放
送
を
各
戸

に
伝
達
す
る
仕
組
み
は
理
解

す
る
が
、
市
全
体
を
考
え
る

と
、難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

平
成
ùÿ
年
度
の
企
業
会

計
移
行
後
、
こ
れ
ま
で
の
基

準
外
繰
入
金
の
総
額
は
。

下
水
道
使
用
料
を
改
定
す

る
主
な
理
由
は
何
か
。

受
益
者
負
担
金
を
徴
収
し

て
い
た
場
合
の
収
入
額
は
。

令
和
９
年
４
月
か
ら
の
下

水
道
使
用
料
改
定
は
ど
の
程

度
値
上
げ
す
る
予
定
か
。

基
準
外
繰
入
金
の
総
額

は
約
ùú
・
４
億
円
で
あ
る
。

下
水
道
使
用
料
改
定
の
主

な
理
由
は
、
下
水
道
事
業
の

集
中
整
備
に
よ
る
企
業
債
償

還
金
の
負
担
と
、
受
益
者
負

担
金
を
徴
収
し
て
い
な
い
事

に
よ
る
資
金
不
足
で
あ
る
。

受
益
者
負
担
金
を
徴
収
し

て
い
た
場
合
は
、
概
算
で
は

あ
る
が
規
模
と
し
て
は
数
十

億
円
程
度
と
考
え
ら
れ
る
。

下
水
道
使
用
料
改
定
は
今

の
と
こ
ろ
øÿ
・
３
％
の
値
上

げ
を
見
込
ん
で
い
る
。

今
回
、
臨
時
閉
庁
の
告

知
が
遅
れ
る
な
ど
あ
っ
た
が

情
報
発
信
の
課
題
意
識
は
。

被
害
の
中
で
も
、
床
下
浸

水
は
気
付
き
に
く
く
腐
食
や

カ
ビ
の
原
因
と
な
る
。
排
水

と
送
風
機
で
の
強
制
乾
燥
を

要
す
る
が
周
知
の
必
要
性
は
。

ま
た
、
激
甚
災
害
に
指
定

さ
れ
た
場
合
の
市
へ
の
影
響

は
。
漏
れ
な
く
被
害
を
把
握

で
き
て
い
る
か
。

周
知
の
遅
れ
を
反
省
し
、

発
信
体
制
を
改
善
し
た
い
。

床
下
浸
水
被
害
へ
は
社
協

や
専
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連

携
し
て
対
応
を
実
施
。今
後
、

市
民
へ
注
意
喚
起
す
る
。

激
甚
災
害
指
定
で
公
共
土

木
施
設
等
へ
の
補
助
率
は
上

が
る
が
、
住
家
は
対
象
外
。

農
地
は
私
有
地
な
の
で
全
数

把
握
は
困
難
。
三
週
間
程
で

集
計
し
県
へ
報
告
済
。
復
旧

に
は
三
年
か
か
る
見
込
み
。

防災行政無線は今後も継続使用するのか

下水道事業会計の基準外繰入金とは何か

豪雨災害対応の課題と今後の方針は

災害時確実に情報伝達をするための発信手段として使用

一般会計が負担すべき費用以外、赤字補填が中心となる

情報発信の体制や被害対応の周知方法を改善していく

倉元 敏徳 
議員

山本 祐平 
議員

中村 恵輔 
議員
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議会だよりふくつをお読みいただきありがとうございます。紙面に対す
る感想やご意見などがありましたら、声をお聞かせください。いただいた
内容は今後の編集の参考とするほか、紙面で紹介する場合もあります。
なお、原則、直接回答は行っていませんのでご了承ください。

P O S T  C A R D

８１１-３２９３
福津市役所　
議会事務局 行
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お手数ですが

切手をお貼り

ください

郵送する場合

ͷ͓ۚͷ͗ٸରԠ΍֐ࡂ長ͷʮઐܾॲ෼ʯͱ͸ɺࢢ
΍Γ͘ΓͳͲɺ議ձΛ։͕࣌ؒ͘ͳ͍ͱ͖ʹࢢ長͕
൑அͯ͠ਐΊΒΕΔ੍౓Ͱ͢ɻຊདྷ͸議ձͷ議ܾΛ
ಘͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍ࣄฑʹ͍ͭͯɺࢢ長͕議ܾͳ͠
ͰॲཧͰ͖ΔͷͰ͢ɻͦͷޙ͸ඞͣ議ձʹใ͠ࠂɺ
ঝೝΛಘͳ͚Ε͹ͳΓ·ͤΜɻࢢຽੜ׆ΛकΔͨΊ
ʹૉૣ͘ಈ͚Δ൓໘ɺཚ༻͞ΕΔͱ議࿦͕ෆ଍ͯ͠
ຽͷ੠͕ಧ͖ࢢ
ʹ͘͘ͳΔ৺഑
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市長だけで決める？
専決処分ってどんな制度？
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委員会調査リポート

た
地
域
農
業
活
性
化
機
構
が
担
っ
て

い
る
が
認
知
度
が
低
い
た
め
、
市
と

し
て
積
極
的
な
周
知
が
必
要
で
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
支
援
は
国
・
県
の

補
助
事
業
が
中
心
で
あ

る
が
、本
市
独
自
の
農
業

振
興
政
策
を
期
待
す
る
。

本
市
の
農
業
課
題
と
し
て
、
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
農
業
の
担
い
手

を
育
成
す
る
こ
と
は
重
点
目
標
と
考

え
る
。
そ
こ
で
、
次
代
を
見
据
え
た

担
い
手
育
成
や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

調
査
結
果

本
市
の
農
業
従
事
者
４
８
３
名
の

う
ち
ý÷
歳
以
上
が
þü
％
を
占
め
る
。

ま
た
、
後
継
者
に
経
営
継
承
の
意
向

を
伝
え
て
い
る
認
定
農
業
者
は
øÿ
人

と
少
な
い
。
担
い
手
育
成
事
業
は
、

む
な
か
た
地
域
農
業
活
性
化
機
構
に

よ
る
新
規
就
農
者
研

修
、
サ
ポ
ー
ト
体
制

は
む
な
か
た
地
域
農

業
支
援
会
議
が
担
っ

て
い
る
。

県
の
補
助
事
業
で

あ
る
ス
マ
ー
ト
農
業

推
進
強
化
事
業
、
園

芸
農
業
Ｄ
Ｘ
推
進
事

業
を
活
用
し
て
Ｄ
Ｘ

化
を
図
る
就
農
者
が
い
る
。
今
後
、

ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
の
導
入
支
援
を

は
じ
め
、
土
地
の
借
り
受
け
や
農
地

の
集
積
集
約
化
を
大
規
模
化
に
つ
な

げ
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

新
規
就
農
者
の
相
談
は
、
む
な
か

担
い
手
の
育
成
と
ス
マ
ー
ト
農

業
の
現
状
を
調
査

ࣄ委員ձۀ੔උ෦ɺ೶ࢢ෦ɺ౎ۀ࢈ࡁܦಇ෦ɺڞຽࢢ
຿ہͷࣄ຿ʹ͍ͭͯௐ͍ࠪͯ͠ڀݚ·͢ɻ

建 設 環 境 委 員 会

ใࠂॻ͸ͪ͜Β

る
た
め
、
第
三
者
の
意
見
を
反
映
で

き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
べ
き
で
あ

る
。
特
に
資
金
調
達
は
改
善
の
必
要

が
あ
る
。
市
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
重
視
し
、
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
の

策
定
が
求
め
ら
れ
る
。

か
ら
利
用
申
請
の
受
付
を
開
始
予
定

で
あ
り
、
公
立
大
和
保
育
所
で
の
実

施
を
計
画
し
て
い
る
。
本
市
の
利
用

率
は
対
象
児
童
の
２
割
程
度
と
見
込

ん
で
い
る
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

法
定
待
機
児
童
の
解
消
の
た
め

に
、
さ
ら
な
る
保
育
士
不
足
の
対
策

を
す
べ
き
で
あ
る
。
補
助
金
や
潜
在

保
育
士
の
発
掘
な
ど
、
一
層
の
支
援

策
の
充
実
や
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」を
開

始
す
る
際
、
待
機
児
童
が
多
い
本
市

で
は
、
事
業
者
を
含
め
た
検
討
会
を

実
施
し
、
現
状
に
即
し

た
基
準
が
必
要
と
考
え

る
。

中
期
財
政
見
通
し
の
策
定
プ
ロ
セ

ス
に
お
け
る
課
題
や
改
善
点
、
さ
ら

に
財
政
運
営
に
お
け
る
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

調
査
結
果

中
期
財
政
見
通
し
は
、
健
全
な
財

政
運
営
と
強
固
な
財
政
基
盤
の
確
立

に
向
け
て
策
定
し
て
お
り
、
ま
ち
づ

く
り
基
本
構
想
の
実
効
性
を
確
保
す

る
指
針
で
あ
る
。
本
市
の
収
入
に
見

合
う
適
正
規
模
に
応
じ
た
予
算
編
成

や
執
行
の
基
準
と
さ
れ
、
策
定
に
あ

た
っ
て
可
能
な
限
り
デ
ー
タ
の
精
緻

化
に
努
め
て
い
る
が
、
第
三
者
の

待
機
児
童
や
保
育
士
不
足
、
今
後

実
施
す
る「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
」の
具
体
化
な
ど
の
様
々
な
課
題

に
つ
い
て
、
よ
り
良
い
保
育
環
境
の

チ
ェ
ッ
ク
は
行
っ
て

い
な
い
。
既
存
事
業

を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見

直
し
効
率
的
な
歳
出

転
換
を
図
っ
て
い

る
。
見
通
し
と
実
績

の
差
異
は
年
度
途
中

の
作
成
で
補
正
予
算

後
の
財
源
調
整
に
よ

り
変
動
が
生
じ
る
も

の
と
さ
れ
る
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

数
値
等
の
精
度
を
高
め
る
た
め
基

礎
デ
ー
タ
の
精
緻
化
を
進
め
、
直
近

の
決
算
額
と
今
後
５
年
間
の
見
通
し

を
併
記
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

策
定
は
市
職
員
の
み
で
行
わ
れ
て
い

実
現
の
た
め
に
調
査
を
行
っ
た
。

調
査
結
果

４
月
１
日
現
在
、
定
員
１
８
３
９

人
で
利
用
が
１
７
６
７
人
。
令
和
３

年
か
ら
保
育
士
不
足
に
よ
っ
て
、
実

際
の
定
員
よ
り
も
受
け
入
れ
で
き
な

い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
保
育
士
不

足
の
原
因
は
、
主
に

給
与
等
の
待
遇
面
や

人
間
関
係
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
解
消
策

と
し
て
各
種
補
助
の

継
続
や
、
潜
在
保
育

士
の
掘
り
起
こ
し
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

「
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
」は
１
月

大࿨อҭॴͷडೖମ੍͸ཱࢢ˛

保
育
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

調
査

市
の
中
期
財
政
見
通
し
に
つ
い

て
調
査
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紙面の感想やご意見があればご記入ください。Ｑ
3

感想やご意見は、以下のはがきを切り取り、切手を
貼って郵送するか、市役所、市図書館、津屋崎行政セ
ンター設置の意見箱に投函してください。なお、右の
感想・ご意見フォームからも提出できます。

特集  検証！ ふくつのくらし

改善してほしいと思う記事をご記入ください。Ｑ
２

今号でよかったと思う記事をご記入ください。Ｑ
１

2025.秋号2025.秋号

感想・ご意見フォーム

議会だよりについ

ての市民の皆様の

感想やご意見を

紹介します。

発行責任者　議長　髙山 賢二
議会広報調査特別委員会
委　員　長　中村 恵輔
副 委 員 長　中村 晶代
委　　　員　大山 隆之　　岩下 　豊
　　　　　　井手口 忠信　倉元 敏徳

①津屋崎書道教室
②民生費
③苺

ふ
ん
ち
ゃ
ん
を
探
せ
！

ふ
ん
ち
ゃ
ん
ク
イ
ズ
答
え

同
市
議
会
総
務
文
教
委

員
会
が
未
来
共
創
セ
ン

タ
ー「
キ
ッ
カ
ケ
ラ
ボ
」の

取
り
組
み
を
視
察
さ
れ
ま

し
た
。
市
民
協
働
や
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
融
合
し
た
活
動
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
、
活

発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

同
市
議
会
産
業
建
設
常

任
委
員
会
が
、
ひ
か
り
の

み
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
福
津
と
共
に

行
う
、
本
市
の
観
光
施
策

を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
国

内
外
に
広
く
認
知
さ
れ
る

た
め
の
取
り
組
み
へ
の
質

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
観
光

協
会
と
連
携
し
、
国
内
向

け
に
地
元
産
品
に
よ
る
食

フ
ェ
ア
を
企
画
・
開
催
し

て
お
り
、
国
外
向
け
に
は

「
光
の
道
」「
か
が
み
の
海
」

を
活
用
し
て
、
誘
客
に
つ

な
げ
て
い
る
事
例
を
紹
介

し
ま
し
た
。
ま
た
、
観
光

情
報
サ
イ
ト
を
一
本
化
す

る
重
要
性
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

同
市
議
会
産
業
建
設
常

任
委
員
会
が
、
空
き
家
対

策
事
業
を
視
察
さ
れ
ま
し

た
。
本
市
が
津
屋
崎
空
き

家
活
用
応
援
団
な
ど
と
連

携
し
て
、
移
住
相
談
・
物

件
紹
介
・
取
引
仲
介
・
建

築
ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
取
り
組
ん
で
い
る
事
例

を
紹
介
し
ま
し
た
。
同
市

議
会
か
ら
、
司
法
書
士
等

の
専
門
家
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成

し
、
空
き
家
相
続
人
調
査

に
取
り
組
む
重
要
性
に
つ

い
て
な
ど
、
多
く
の
質
問

を
受
け
ま
し
た
。

岡
山
県
津
山
市
議
会
か
ら
行
政
視
察
に
来
訪

広
島
県
三
次
市
議
会
か
ら
行
政
視
察
に
来
訪

新
潟
県
燕
市
議
会
か
ら
行
政
視
察
に
来
訪

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

写
真
も
多
く
あ
り
、
レ
イ
ア
ウ

ト
も
と
て
も
良
く
見
や
す
く
て
、

読
み
や
す
か
っ
た
で
す
。

ÿù
号
の
特
集
の
な
か
で
、
３
人

が
生
徒
会
長
に
な
っ
た
理
由
が
、

三
人
三
様
で
と
て
も
面
白
か
っ
た

で
す
。

生
徒
会
で
校
則
が
変
え
ら
れ
る

と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
た
ま
こ
／
û÷
歳
代
）

中
学
校
の
生
徒
会
長
が
議
場
で

説
明
を
受
け
た
記
事
は
新
鮮
で
、

若
い
世
代
に
市
政
や
お
金
の
流
れ

を
知
っ
て
も
ら
え
る
大
切
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
生
徒
会
長
に
な
っ
た

き
っ
か
け
や
、「
校
則
を
変
え
る
な

ら
？
」
へ
の
答
え
は
個
性
的
で
、

子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
発
想
に
感

心
し
ま
し
た
。
真
剣
に
自
分
た
ち

が
暮
ら
す
地
域
の
こ
と
を
考
え
て

い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
と

て
も
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

（
ク
ラ
ラ
さ
ん
／
þ÷
歳
代
）

久
し
ぶ
り
に
議
会
だ
よ
り
を
読

ん
で
、
デ
ザ
イ
ン
や
レ
イ
ア
ウ
ト

が
す
っ
き
り
と
し
て
い
て
、
と
て

も
手
に
取
り
や
す
く
な
っ
た
と
感

じ
ま
す
。
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
の
使

い
方
も
工
夫
さ
れ
て
い
て
、
忙
し

い
日
常
の
中
で
も
ざ
っ
と
目
を
通

す
だ
け
で
内
容
が
入
っ
て
き
や
す

い
の
は
大
き
な
魅
力
で
す
。

一
方
で
、
記
事
の
説
明
が
短
く

ま
と
ま
り
す
ぎ
て
い
て
、「
も
う
少

し
背
景
を
知
り
た
い
」
と
思
う
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
予
算
や

市
の
大
き
な
方
針
に
関
す
る
記
事

は
、
要
点
だ
け
で
な
く
市
民
生
活

に
ど
う
つ
な
が
る
の
か
、
具
体
的

に
触
れ
て
も
ら
え
る
と
、
若
い
世

代
に
も
、
も
っ
と
実
感
を
持
っ
て

読
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
全
体
と
し
て
は
親
し
み
や
す

さ
と
見
や
す
さ
が
向
上
し
て
お
り
、

今
後
は
内
容
の
深
さ
も
加
わ
れ
ば
、

さ
ら
に
魅
力
的
な
議
会
広
報
紙
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

（
気
持
ち
は
ø÷
代
さ
ん
／
ú÷
歳
代
）

ÿù
号
の
生
徒
会
長
と
語
る
学
校

と
ま
ち
の
未
来
を
読
ん
で
、
こ
う

や
っ
て
福
津
の
た
め
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
生
徒

会
長
が
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
、
福
津
の
未
来
も
明
る

い
な
と
。
た
の
も
し
く
、
と
て
も

嬉
し
く
な
り
ま
し
た
！

ま
た
、
現
在
ミ
ニ
バ
ス
の
運
行

経
路
が
縮
小
し
て
い
ま
す
。
で
も
、

困
っ
て
い
る
方
（
特
に
高
齢
者
）

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
現
に
、
署

名
活
動
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う

に
か
な
ら
な
い
も
の
か
と
思
い
ま

す
。

（
ほ
た
る
さ
ん
／
û÷
歳
代
）

い
つ
も
読
ん
で
い
ま
す
。
コ
ラ

ム
や
裏
表
紙
の
漫
画
で
議
会
の
こ

と
な
ど
を
、
わ
か
り
や
す
く
書
か

れ
て
い
る
の
は
、
と
て
も
よ
い
と

思
い
ま
す
。

閉
会
中
の
議
会
の
動
き
を
紹
介
し
ま
す
。

　݄̕ఆྫձͰ͸ɺྩ࿨̒೥౓ͷܾࢉ
Λ৹議͠ɺೝఆ͠·ͨ͠ɻࠓ߸ͷಛू
Ͱ͸ܾࢉΛ͍ͯ͠ূݕ·͢ɻ੫͕ۚԿ
ΘΕɺΈΜͳͷ͘Β͕͠Ͳ͏ͩͬ࢖ʹ
ͨͷ͔ɻগ͠Ͱ΋ྑ͘ͳͬͯ΄͍͠ͱ
Έ·ͤΜɻࢭͯͬئ
͍ͩͨྗڠ͝ʹ੒࡞ࢴճɺදࠓͨ·　
͍ͨͷ͸ɺ௡԰࡚ॻಓࣨڭͷઌੜͱখ
中ֶੜͷօ͞ΜͰ͢ɻࣄલʹ࿅शΛ͠
ͯຊ൪ʹྟΜͰ͘Ε·ͨ͠ɻ͝ྗڠʹ
ਃ্͛͠·͢ɻँײ

ʢ倉元 敏徳ʣ

編集後記

　議ձͷ二ͭͷ໋࢖Λ׬શʹୡ੒Ͱ͖
ΔΑ͏໋ݒʹ౒ྗ͢Δ͜ͱɻ

議員の職責

　ॅຽΛ代ද͢Δެબͷ議員Ͱߏ੒͞
ΕΔ஍ํެஂڞମͷ議ؔػࣄͰ͢ɻ

議会の地位
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議会の二つの使命

10
21

10
16

10
７

予
算
は
未
来
へ
の
選
択
肢

「
生
徒
会
長
と
語
る
学
校
と

ま
ち
の
未
来
」
が
良
か
っ
た

久
し
ぶ
り
に
読
み
ま
し
た

さ
ら
に
若
い
世
代
に
も

響
く
広
報
紙
へ

「
生
徒
会
長
と
語
る

学
校
と
ま
ち
の
未
来
」

今
の
中
学
生
が
わ
か
り
ま
し
た
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議会の傍聴 中継・録画配信

中ܧɾ࿥ը഑信

今
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
す

子
ど
も
た
ち
の
考
え
を

知
る
こ
と
が
で
き
た

12月定例会
11月26日㈬開会
12月11日㈭閉会予定

次回の定例会

議ձ)1ࢢ

みんなと議会のいい関係
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❼
今回のお題は「決算審査」

●決算審査ってなに？
～入ったお金とその使い方を調べる

福津市議会では、９月定例会で決算審査を
行います。決算審査では、前年度の歳入と歳
出をチェックします。財政状況や収入を確認
し、正しい使い方をしたのか、効果や課題は
何だったのかを確かめます。最終的に、議会
として決算を認定するかを判断します。

予
算
と
決
算
の
サ
イ
ク
ル

　
３
月
定
例
会
で
は
翌
年
度
の
予
算
審
査
を
行

い
、
可
決
さ
れ
た
予
算
を
使
っ
て
１
年
間
の
事
業

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
９
月
定
例
会
で
は
前
年
度
の

決
算
審
査
を
行
い
、
事
業
が
適
正
だ
っ
た
か
、
改

善
す
べ
き
点
は
あ
る
か
な
ど
の
意
見
を
出
し
ま

す
。そ
し
て
、そ
れ
ら
が
次
の
予
算
編
成
に
繋
が
っ

て
い
き
ま
す
。
予
算
と
決
算
は
、
こ
の
よ
う
な
サ

イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
ま
え
の
議
会
で

予
算
や
っ
て
た
け
ど

今
回
は
決
算
だ
っ
て

予
算
審
査
で
は

「
こ
れ
か
ら

　
使
う
お
金
」

を
決
め
る
ん
だ

決
算
審
査
で
は

「
使
っ
た
お
金
や

　
そ
の
成
果
な
ど
」

を
確
か
め
る
の
よ

ま
ち
づ
く
り

ひ
と
づ
く
り
の

ス
タ
ー
ト
が

予
算
な
の
ね…

お
客
さ
ん

マ
ツ
タ
ケ
ば

買
わ
ん
ね
？

安
う
し
と
く

け
ん
ね
〜

今
年
は…

マ
ツ
タ
ケ
を

予
算
化
し
て

い
な
い
の
よ

大
特
価
ば
い

半
額
に
す
る

け
ん
買
う
て

い
か
ん
ね
〜

ム
リ
ム
リ

買
っ
た
ら

決
算
審
査
で

怒
ら
れ
る
よ

そ
の
結
果
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る

決
算
審
査
が

ゴ
ー
ル
な
の
ね

良
か
っ
た
こ
と

そ
し
て
課
題
も

わ
か
る
の
ね…

そ
れ
を
次
の

予
算
編
成
に

い
か
す
の
ね

予
算
も
決
算
も

お
金
の
事
だ
け
ど

ど
う
違
う
の
？

教
え
て

あ
げ
る

あ
っ

タ
マ
ネ
議
員

イ
チ
ゴ

議
員
も

予算と決算の
サイクル

改善点
など

意見や
指摘

予
算
に
反
映

予算に反映

予算審査

予算審査

決算審査

事業の実施
まちづくり

ひとづくり
予算の編成

の編成

予算と決
算の

サイクル

市議会が
Check!

市議会が
Check!

市議会が
Check!

改善点
など

意見や
指摘


